
2022年度日本地理教育学会例会 7月例会
対話的な地理学習を進める：
謎解き（ミステリー）による地理的な考え方の育成
日時：2022年 7月 16日（土） 14：00～16：00
開催方法：ハイブリッド形式（対面参加：早稲田大学、オンライン参加：Zoom）
会場：早稲田大学早稲田キャンパス14号館B101教室（新宿区西早稲田1-6-1）

シンキングスルージオグラフィー・ミステリー研究グループ
(Research group for Mystery of Thinking through Geography）



趣旨説明 山本隆太（静岡大学）
資質・能力（コンピテンシー）を志向した学習を実現するために、主体的・対話
的な学びに注目が集まっています。2017年／18年改訂の学習指導要領で取り上げ
られたことが直近の要因ですが、それ以前にも、一斉授業からの脱却を目指す先
生方による協働的な学びや構成主義的な学びが、地理教育においても実践されて
きました。また、これは日本国内にとどまらず、海外でも同様です。
今回、例会で取り上げる「ミステリー」は、1990年代のイギリスにおいて、
thinking through geographyというプロジェクトによって開発され、広く知られるよ
うになった学習手法です。オランダ、ドイツを経由して日本に伝わっています。
今回、ミステリーについて紹介するとともに、国内の先生方による実践報告を通
じて日本型ミステリーの可能性について検討していきます。

趣旨説明：山本隆太（静岡大学）
報告１：諸冨恒一郎（宮崎県立佐土原高等学校）
報告２：山内洋美（宮城県仙台西高校）

コメンテーター 志村喬（上越教育大学）



ミステリーとは
• 3人程度の小グループで、対話を伴う集団学習
• 各グループには20枚から30枚程度のカードが渡される
• 最初に、カードの中から選ばれた3つ程度のストーリーを教員が読み
上げる。これらのストーリーは断片的でありかつ互いに内容が嚙み
合わないように聞こえるため、生徒の頭には疑問や謎（ミステ
リー）が生じる。（問いとは違う？）

• このミステリーを解くため、事象が書かれたカードを並び替えてつ
ながりを探し出す。論理的につなぐことでミステリーが解決される。
その内容と省察を発表・共有するという学習展開が基本とされる。

• 生徒の課題分析、仮説検証、推測などの思考スキルの向上
• 生徒が自らの学習への取り組み方を省察し、メタ認知スキルを向上。



2019年日本地理教育学会大会
でのワークショップ



ミステリーを開発したTTG
• Thinking Through Geography （TTG）グループ：

1990年代後半、ニューカッスル大学のDavid Leat、Adam Nicholsを中心
• 1980年代の「考える理科」（Cognitive Acceleration through Science Education: CASE)プロジェクトに影響を受けたとされる

• 地理の授業を生徒にとって興味深いものにし，トランスファー可能な地
理の思考スキルを育て，適切な支援（scaffolding）により多様で複雑な
情報を扱う知的発達を促すことを目的としたプロジェクト

• 手法：生活グラフ（Living graphs），アウトサイダー（Odd one out）、
ミステリー（Mystery）など10のアプローチ

• 課題解決的で構成主義的（⇔知識重視の画一的地理教育 in 英国）
• 1998年の地理学協会(GA)教材評価での金賞受賞など高い評価（志村2012）

志村喬2012. イギリス地理中等教材等における原子力発電所問題・事故の扱い. 2012年度日本地理学会春季学術大会発表要旨集p295 



国際的な伝播

1998 イギリス
↓

2003 オランダ
↓

2005ドイツ
↓

2019 日本
日本地理教育学会2019大会
ワークショップ

Diercke Erde - Physische Übersicht
https://media.diercke.net/omeda/800+/X0501_deutsch_D3-1_Web.jpg※2008/09年改訂時の「動態地誌」はドイツから。1928年→2008年：80年



ドイツ
導入後、変容しつつ受容

導入（2005年）
• 協働学習
• 方法論的コンピテンシー
• 社会的コンピテンシー
• ネットワーク思考
• ESD

受容（2012年以降）
• 協働学習
• システム思考コンピ
テンシー

大学の教員養成課程の地理科教育法での授業案構想
（「紛争ダイアモンドのミステリー授業案」Brinkmann and Schöpff, 2013など）
試補研修教員のトレーニング
（ジーゲン試補教員センターの授業モジュール2019「持続可能性コンピテンシーを育成する地理の構成主義的学習方法：Thinking through 
Geographyの課題解決型学習」など）
現職教員の研修テーマ
（2012年ニーダ―ザクセン州地理学協会ヒルデスハイム大会での分科会「ミステリーによる協同学習形態」）

カリキュ
ラム改訂

実践の
蓄積



Ex.
2021年9月3日
日本地理学会
サマースクールでも取
り上げられていたミス
テリー

環境教育 VOL. 29-2



本日の報告
報告１：諸冨恒一郎（宮崎県立佐土原高等学校）
報告２：山内洋美（宮城県仙台西高校）
コメンテーター 志村喬（上越教育大学）

• お二人の先生方による実践報告を通じて、日本でのミステリー
の実践や展開の可能性について検討していきたいとおもいます
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